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   Experimental damage was produced in the kidney of rabbit by mercury chloride, 
ischemia and experimental hydronephrosis and the tissue of kidney was studied by means 
of histochemical techniques for various enzymatic activities such as acid and alkaline 
phosphatases, phosphorylase,  $-glucuronidase and succinic-dehydrogenase. Biochemical de-
terminations for glycogen and phosphorylase were carried out simultaneously. 
   The results obtained were of interests on the relation between the histochemical stain-
ing reactions and the functional pathology. In the ischemic and toxic kidneys, the staining 
reactions indicated evidences of regeneration of the necrotoxic tubules. In the experimental 
hydronephrosis, however, functional impairments were straight progressive, although some 
of enzymatic activities were found to remain in some of tubullar cells even in the period 
of 30 days observation.
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AlkaliPhosphatase清水 ・有 薗 法3)
AcidPhosphatase同 上































a1-ph 士 冊 帯 一 一 一 一 一
ac-ph 昔 昔 什 ± 十 十 十 十
phosphorylase 一 一 一 一 一 一 一 朴
β一G ± 昔 粁 一 升 十 ± ±













G1:糸 球 体,PC:近 位 尿 細 管,Des:ヘ ソ レー係 蹄 下行 脚,DC:遠 位 尿 細 管,




































































































































低下は10分後及び4日～7日 後のもので も余 り著明で
はない.しかし図の様に染 り方がやや不規則で活性が
低下していると思えるものもある.昇禾腎と同様定量
実験では2日～6日 後 のものに かな り活性の減少が
ある(第11図)
4)β一G1日 ～3日 後のものでは近位尿細管及び





















































































































































































及 びSDH等 の腎に於け る組織化学 については
既に多 くの研究 があ り,各 動物 に於 ける若干 の
相違や,局 所解剖 に よる記載 の不一致,或 いは
細胞化学的 に尚充分 でない点等が あるが,正 常
腎に於け る組織化学 的分布 につ いては億ぽ一定
19
した結果 が得 られる様 になつた.先 に掲 げた表
1はWachstein19)の成績表 と僅かな点を除い
て大体一致 している し,そ の下 欄に掲 げた他 の
酵素 の分布 も外 の研究者 の成績 と大体一致 して
い る.一 方疾病 や実験 的障害腎に於け る酵素の
態 度 も盛 に研 究 されて,そ の消長に関す るデー
ター もかな り整つて来 た.し か しその生理的意
義 や病態生理 については尚多 くの疑 問を残 して
い る.
a1-ph:al-phの腎 に於 ける 組織化学的研究
は随分古 くカ ら盛に行われて いて,我 国に於て
も有 薗20)が飢餓 時におけ るこの酵素の態度や 自
律 中枢刺 戟 に よる 変化等につい て しらべ,小
沢21)は泌尿器科領域 に於 ける疾病時 の この酵 素
の消長 と共 にラッ トを用 いて実験的障害腎 に於
ける消長 を も見 てい る.そ れに よるとac-ph
はa1-phよ りお くれ て不活性化 され,反 応の
低下は腎実質に均等であ るといい,阿 曽22)もラ
ッ トを用いてnonspecificesteraseの阻血及
び水腎症に於け る消長をみ てお り,ボ ー マン嚢
と一 部の尿 細管に反つて活性の増 加 した部分 を
見てい る.又1時 間半 阻血 と2時 聞半阻 血に よ
つてその染 色の程 度及 び配 置にはつ きり差が認
め られ る ことよりKoletsky23)の2時間を越
え る阻血 では,腎 組 織が 不可逆性の 変化 を 起
し,最 早役 に立 たな くな るとい う考 えを組織化
学的 に証 明 した.私 の阻血実験 では2時 間以上
の阻血 を行 わ ず変性 と再生 を観察 したが,家 兎
の昇蒙腎,阻 血腎 及 び 水腎 につ いてのal-ph
の所見は ラッ トのそれ とほぼ軌 を一 にす るもの
である.阻 血腎 と昇禾腎 が組織学的 及び組織化
学的 に極 めて類似 の変化 を示 す ことは前 に述べ
たが,毒 物 の量 と阻血 時間を適 当にす ると,重
い腎障害 を惹起 した後 恢復 す る過程 が よ く観察
され る.個 体差 の外 に同一組織 に於 て もかな り
幅 の広 い変化 が見 られ壊死 に陥 つて活性 の消失
を示 す部分 と代償性 の肥大 と考 え られ る程,毒
物又 は阻血 の影響 を受けない部分が ある.又 障
害 を受けた尿細管 上皮 もかな り早 く時には3日
目頃 か ら活性 の恢復 を来たす ものが ある.
腎phの 意義 につい ては多 くの説が あり機能
的 な重要性 を認めない とい う者 もあ るが,一 般
にはAderlylpyro-phosphateとして貯蔵 され た
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エ ネルギ ーか ら燐酸が離断 して これ が91ucose
のエステル化を進め糖吸収 に与つ ている と考 え
られ てい る.従 つ てJohnson24)は組織化学的
に 両極性 の 分布 に 意義を認め ようと したが,
Gomori法でbumdlumenと 云われ る程 の刷
子 縁への局 在 性 は 疑 問 を 持 た れ て い る.
Barter2s)はa1-phの細胞内で の滲透につい て
述 べてい るが,細 胞内に於け る局在 につい ては
その後電子顕 微鏡に よる研究の成果が あがつ て
い る.
ac-ph=一方ac-phは 腎の組 織化学に 於 て
a1-phとほぼ同様 の態度 を 示す とす るものが多
いが,前 立腺 に於 ては去勢に よつ てaLphの低
下 とac-phの活性 の上昇 をみ るし,腎 に於 て も
小 沢はac-phは阻血に よつてa1-phにお くれ
て活性 の低下を示す と述べ てい る.Wilmer26)
は腎動脈 の部分的狭窄 を行 つた場合 活性 は軽 い
減少 を示 す とし,Mignone&Fiaccadori27}は
阻血家兎腎 のac-phの不活性化 を 記載 してい
る.Goebe1等28)はa1-phと5-Nucleotidase
は殆 んど腎動脈 の結紮後2時 間以内 に ラッ ト腎
で完全に不活性化 され る とし,大 島2,)も1側腎
不完全乏血に よる高」血圧 の実験 においてa1-ph
とac-phの組織化学 を見 て い る が,Wach-
stein19)等の成 績 と共 に それ程早い完全 な活性
の消失は認めていない 阻血 と腎毒 の影響を比
較す ると阻血 におけ る場合比較的緩徐 な変性が
来,、腎毒 ではDL-Serine等の場 合で もより急
速 に壊 死性 変化 が来 る様 で,核 の消失 も早い.
原形質の変化 はcoagulationnecrosisと言わ
れ るものであ る.尚 水腎症 におけ るphの 消長
に関 してはWilmer30)の研究 があ る.




合成 もinvitroでは存在す る と考 えている様
で あ る.生 体 内 でGIPか らAmylo-phos-
phorylaseとbranchingenzymeによ る
Glycogen合成 が行 われ るか どうかは別 として
武 内 ・栗 秋の方 法に よる組織化学 的及び生化学
的研究 は広 く行われて来 た.家 兎では集合管上
皮にのみ陽性で比較的大 きい血管 に も僅 かに反
応 す ることがあ る.こ れは定量成 績に於 て も現
われ てい るが,昇 禾腎,阻 血腎 に於 け る消長 は
定量的 には減少 と恢復 が認め られ たが,組 織化
学的 には著 明な ものではない しか し水 腎症 に
於 ては 組織化学 的に も 著明 な 低下が 証 明 され
た.武 内に よると腎に於け るUDPG-Glycogen-
transglucosylaseは遠位直尿細管 上皮 に 弱い
反応が見 られ,細 胞 の遊離 縁に認め られ るとい
うか ら局在はやや,phosphorylaseと異 る.こ
のGlycogen合成酵素 に関す る定量実験 は肝及
び筋や 脳 に於 て 行われ てい るが,腎 に 於 て も
Znの 髄質 におけ る取 り込み等 と関聯 して今 後
研究 すべ き課 題で ある.
βG:腎 に於け る この酵 素 の 組 織 化 学 は
Campbe1133).Seligman34》及 びWachstein3s)
等 に より行 われてい る.Seligmanはラッ トで
髄質 の腎柱が深青 色に染 ま り,尿 細 管上皮 の細
胞質が強陽性 で非常 に小 さい色素穎 粒が核 のま
わ りで殊 に基底部 の方 に集つ ていて,糸 球体 は
陰性 であ るとしてい る.Wachsteinも同様 に
6-bromo-2-naphthylglucuronideを基質 とし
て反応 を行 つてい るが,兎 と人 では近位 尿細管
及 びヘン レー系 蹄上行脚 の β一Gの分布 は ラッ
トに比 しそれ程著 明で ない としてい る.こ の点
は8-hydroxyquinolyl-91ucuronideを用 いた
園田36)の人 に於 け る成 績や我 々の兎 の成績 では
やや異 り強い陽性 を示 す 最近 では固定未固定
に よる染色 の差 や37).高調 のgumsucroseに
よる固定38》或はNaphtholASBI-glucuronide
を基質39)とす るな ど益 々精細 な観察 が行われ て
い る.
Fishman等4ωは β一Gが癌組 織に増 加 してい
ることを述べ てお り,我 国で も鮫 島41),東4R).
園田36)等の同様 の成 績が ある.又3-hydroxy-
Kynurenineをマ ウスの膀胱内 に注 入す ると発
癌 作用を示 し,こ れ等 の物質がTryptophan
代 謝過 程で β一Gに よ り遊離 され る点や,多 糖
類の代謝,或 いは又 ホルモ ソとの関係等 にっい
て泌尿器科領域 に於 いて重要 な酵素 であ る.
SDH:こ の酵 素が 基質 に対 して 特異的 であ
る ことや,Coenzymeの干渉な しにcytoch_
雑賀一正常腎並に実験的障害腎の組織化学
romesystemに作 用す る点では 数少い脱水素
酵素 のiつ で,Glucoseの再吸収等高エ ネルギ
ーを必要 とす る腎に於 て最 もよ く染つて来 るこ
とは当然 であ る.従 つ て組織化学的に も多 くの
研究 が行 われて来たが,Walker等は非常に薄
い切片 を作 つてSI)Hを染め,Mitochondria染
色 との比較に よ り尿細管 の細胞基底部或 は核 の
周囲 にSDHの 局在 している ことを示 した.腎
にお ける分廊 については数種の聴乳動物につ払
てPadykula43》の記載淋 あ り,WachsteiR44》
は ラッ トの水腎症 におけ る成績を述 べてい る.
前川等45)の犬 におけ る成績では阻血 腎におけ る
SDHの 活性低下 は 冷却に よつ て 殊にヘ ソレー
系蹄上行騨 に於 て軽 度 とな り,全 体 の活性 の恢
復 も早bと 述 べてい る。 阿曽 はWachstein
に反 して ラッ トの糸球体 に も活性が認 め られ る
とし,殊 に腎茎部血管 の結紮や実験的水腎 で活
性の増 強を認 めている.家 兎 では人 と同様,糸
球 体は陰 性で障害腎に於け る変化 も人 の阻血腎
や前jli等の犬 におけ る成績及 びWachsteinの
ラヅ トに.於け るもの と嫁ぽ隅様であ る.SDH
が通常の組織学的所見 に先行 して低下 を添す こ
とは多 くの人 に認 め られ ていて興味 深い.
な す び
家兎を用 いて所 謂昇乗腎,阻 血腎及 び水腎症
等を惹 起せ しめ,そ の経過 をal-ph,ac-ph,
phosphorylase,SDH,及び β一G等の組織化学
的染 色に よつて検討 した.又 これ等の障害 腎に
ついてGiycogenとPhosphoryiaseの皮質及
び髄質 におけ る定量 を行 つた.
NephrORの条部におけ る 酵素 分霧 を 知 るこ
とによつて,そ の部の作用 を究 め,そ の機 能の
消長 を詳細 に知 ろ うとす る試みは熱心に続 け ら
れ ている.昇 禾中毒や阻血性変化に よつて変性
壊死に陥つ た尿紹管 上皮が再生す る過程を各酵
素活性 の消長 で検討 した.水 腎症 紅於いては痘
接的 な腎各部の荒廃 を追求す る ことになつ たが
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《包 装》 250mg2ロ 駐墓 5管 ・30管
すでにご使用いただいてお ります合成止血剤ナフチォニ
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第8図 昇 禾 腎vonKossa4日 後
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第9図 阻 血 腎al-ph24時聞
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第12図 阻血腎 β一G3日後




第16図 水 腎 症ac-ph2日 後
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